
平成 26年 5月

つてて役立つ !! えあれば安心 !!

はじめに

沖縄県は合風の常襲地帯です。毎年のように合風が接近し、建築物や農作物などに、

強風や高潮・塩害による大きな損害が発生しています。特に近年では、大型で強力な

台風が襲来してお

'、

建築物の屋根の破損や窓ガラスが割れることで、人命に関わる

ような大きな事故も発生しています。

このパンフレツトは、県民の皆様のお住ましヽを中心に、 1畠 |ユ によ :】 〔とい歯所か

碑吾 ltl t子 しiゃす子ヽか 2 Fi風科tゴ〔/Ⅲ防止L肇モ房乖 |コ とう夕Ⅲる「 奮`か などについてわか
りやすくまとめたも(「)です。

このパンフレットをご覧にな |,、 台風対策の重要性を再認識され、皆様のお住まい

の新築や改築の際に、『わが家の台風対策』として役立てていただければ幸いです。
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π
ｌ 沖縄と台田

臨 沖縄は台風の通り道
台風シーズンには沖縄県全域に多くの合風が接近します。

フィリピン近海等の南の海上で発生した台風は、海面から

水蒸気をエネルギーとして吸収 し、強風を伴つて沖縄県付

近を通過していきます。

1981年～2010年の30年間をみると、毎年、平均して 25個

程度発生する台風のうち、 7～ 8個が沖縄県に接近 してい

ます。

キ

台風による被雪

台風の月別の主な経路    1+興 :気魚庁す―ムペーデ

n月

1966年 9月

2003年 9月

1956年 9月

1994年 8月

1977年 7月

B台 風 17号による保険金支払状況 (物的損害)
2012年は、大型で強力な台風がいくつか沖縄県に接近しました。なかでも台風 17号では、多くの被

害が発生しました。台風 17号の被害に対 して支払われた保険金は合計で 101億円を超え、沖縄県で過

去最大となりました。 101億円の保険金のうち、建物や付属する設備の被害へ保険金を支払う火災保険

の支払額が85億円を超え最も大きな割合を占めています。

(実線は主な経路。6演線はそれに準するもの)

囲 台風の風速
気象予報などで使われる台風の風速には、平均風速と瞬間風速の 2つがあります。平均風速とは10

分間の平均の風速です。平均風速が毎秒 17ヌ ー トル以上になつた低気圧のことを合風といいます。瞬

間風速とは、瞬間的に吹いた風の速さであり、平均風速のη.5倍～ 2倍近くになるとtヽ われています。

平均風速が乞秒40ヌ ートルの場合は、瞬間風速は毎秒 80ヌ ー トルの強風が吹く可能性があります。

●風の強さと影響

出奥 1気隷
『

ホームベージ

0沖縄県で記録された最大瞬間風速

臼 大型台風による人的被害の発生状況

沖縄県内でも大型台風による人的な被害が発生してしヽます。特にガラス破芦の飛散によるけが人が多

くなつてしヽます。

死者 1人 重1易 7人 軽傷 90人 死者 なし 重傷 9人  軽傷 85人

(内 !罰馬 HP『 災害 l目朝よりす友枠 )

件 歓

9,966イ牛

保険金

85億 3004万円

件 叡

6.684イ牛

保険金

13ほ 7,466万 円

件数    保険金    件執    保険金

318件    2億 5,594万円  15,968件   101俸 6.0む 4万円

(70'3言 8月 戸環色 娼富保隣 l子を 1'琵 支訃羽べ十

X沖与呂瞑山にぢ「■め洗るlfi善 択
‐
帝,会社 tipFilじ ,文 |と論とく,V、兎△額め合計 こ■`

最大田間風速74.1メ ートル
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宮古島

宮古島

那覇

与那国島

石垣島

2003年 台阻14号 2012年 台風17号
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強い風
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くなる。傘がさせないて
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非常に

強い風
25以上
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:台風の被害を受けることが多い個所
台風により、被害の発生 [ノている主要な個所をグラフに示していまつこ ドア・窓・格子、シャッター
などの開口部や屋根、共同住宅のパサ[′ ヨニーの仕切り板などの被召が多くなつています.

'上

を二上:｀

'二

il                         ●主要個所の被害発生状況

| ＼
＼

:.1被害の原因は風圧と飛散物
強風による損害は、風圧と飛散物の衝突が原因です。台風の風,茉 と風圧の力は以下のとお咽です。

最大風速毎秒 40メ ー トル、最大瞬間風i墓毎秒 90メ ートリ♭を例として、台風の風の速さと風圧をわかり

やすく説明します。

a'風のカ

毎秒40メ ートル 毎秒90メートル

風速 :時返 約 144キ ロ 風圧 :重さ 約 100キ ロ 風速 :時速 約 324キ ロ 風圧 :重さ 約500キ ロ

(1市あたり)

雪

●
お

●
プロ野球のビッチャーが

投げるポールの速度 パーベル

(1市あたり)

ー

新幹線 Fはゃぶさ」の速度 馬 1頭

●飛散物について

固定されていなしヽものやこわれたものは飛散物となります。飛散物は、小石や割れた瓦の破時のよ

うな小さなものから、屋根から外れたトタン板などの大きなものまでさまざまなものがあります。

平均風速が毎秒 30ヌ ートル程度の場合は、小石などの小さなものは、飛びはじめてから5秒 ほど

で時速 70キ ロ程度の速さになつて飛散するとしヽわれています。

飛散物の代表的なものとしては、小石、植木鉢、剤れた屋根瓦 丁Vア ンテナ、エアコン室外機の

プl、ネルなどがあります。 トタン屋根、働材、フェンスなども飛散します。また、固定が不十分である
場合はプレ八ブ建物そのものが吹き飛′]こ ともあります。

: 窓・トアなとのカラス
窓ナ」ラスは、風圧や飛散物の衝突で壊れることが多く、割れたガラスの破芦でケガをする危険性が大

きくな |'ま す.室内に強風が吹き込むことにより内壁・天丼・照明・家具なども損害を被り、被害が拡

大します。

害Jれたガラス 室内に風雨が吹き込み大きな被害が発生する

む雨戸、シヤツター、防風スクリーン・ネツトなどで窓ガラスを強風や飛散物から防御する。

B

雨戸 防風スクリーン (× 1)

シャッタ_                      ネット{X2}

窓ガラスに吹き付ける強風を遮ることができます。ネットは、飛散物の衝撃を和らげ
/oことでガラ

スを保護します。なお、シヤツターは、車庫など開口部の大きな箇所に設置する場合は、強度などに

注意が必要です。

ドア 恵 †寺了なと (ガ ラス含奪ii

層IR(瓦 杢含ごjl

バルコニーの什切 I'† F

夕1望

=外
り

向里

ッャッター

|千 入

ドア

シ アヽッター
'fル
コニーの仕切板 (共同住宅 |

1コち写
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'つ

家ヽの合凰対策



0あわせガラス

②ガラスの飛散を防止する。

2枚のガラスの間にあるフイルムが衝

突したものの買通を防止します。また、

割れたガラスの飛散も防止します。

ガラスの室内側にフィルムを貼ること

により、衝突物の買通と割れたガラス

の飛散を防止します。

大きな面積のガラスを使用する際に

は、方立を入れて、ガラスの面積を小

さくすることで被害の範囲を小さくす

ることができます。

ガラスの飛散やサッシからの脱落を防ぐ効果があります。その結果、ガラスの破片によるケガと強

風の吹き込みを防止する効果があります。

2003年 9月 に宮古島を襲来 した台風
刊4号の強風により、地上 22ヌ ー トルの

管制塔に取 り付けられた窓ガラスが破

損しました。

このガラスは、ペアガラス(外側 12ミ リ、

内側 10ミ リの間に空気の層のあるガラ

ス)12枚のうち、 6枚 が割れてしまい
ました。

(独 )運票研究所ホームページより,二鼠

※ 1 事例にある防風スクリーンは、アメリカから輸入されたものです。アメリカの八リケーン常
要地域であるフロリダ州の建築基準法の認定を受けており、数年前から沖縄に輸入されてしヽま

す。宮吉島や石垣島などを中心に普及 してきており、最近では沖縄本島でもホテルや病院施設

などに設置されはじめてしヽます。

※ 2 ネットは、富古島や石垣島を中心に設置されてしヽます。しlまのところ沖縄本島で見かける機
会はあまりなし1ようです。

日屋根瓦
屋根瓦も合風被害の発生しやすい部分となつています。屋根瓦は破損に伴い、はがれる場合があり危

険な飛散物となります。二次的な被害防止のためにもしつかりと対策を語じましょう。

(独〕鰹緊団究所引、 2ギ｀一と
'よ
り

'え

板 (独
'建
築研究所′

^―

ムページより転載

風が吹くことで屋根には押す力と引つ張る力がかかります。風速が増すごとにその力は強くなり、台

風時は瓦の重さだけでは耐えることができずに吹き飛ばされてしましヽます。漆喰やビスなどでしつかり

固定することが重要になります。

漆喰 (本瓦葺き) ビス止め (S型瓦)

漆喰に劣化が生じている場合は、塗り重ねまたは塗り替えが必要になります。ビス止めの場合は、

ステンレス製のビスを使用することでさびにくくなり、長期間保持できますが、やはり固定状況の

確認等のメンテナンスは必要です。

漆日食塗りやビス止め以外にも、瓦どうしを組み合わせて固定することで強度を高めた防災瓦がありま

す。また、瓦と屋根を泡のように膨らむウレタンで固定する外国製品を利用した工法もあり、日本国内

でも公共用建物などにも使われるようになつてきています。

宮古空港管制塔のガラス破損

ポイント

わが家の合日寅ヽJ環 5 6わが家の台風箕ヽ」緊



ロ エアコンの室外機
エアコンの室外機についても台風による被害が多発してしヽます。

中′

―

家の中
台風が停滞した場合など長期間外に出られなしヽ場合に備えて、次のものを用意しておきましょう。

1テ レビ・ラジオやインターネットなどの気象情報に注意し、/T＼要な外出は控えましょう。

2台風が停濡するなと、長期間に渡り外出かできなくなることも想定されますc3□ 分程度の食十H
品や生活用品を備えておきましょう。また、台風による被災に備えて、標中竜ナ]、 鳩帯用ラジオ (乾

電池)、 救急薬品、衣類、費菫品などの非常用品を確認しまし′ょう。

3水タンタのない場合は停電に伴って断水することセ,あ ります。浴檜などに水を貯めておき、 トイ
レ用などの生活用水も確保しましょう。

4外からの飛散物に備えて、カーテンやフラインドはFЛめておごましょうこ

●非常持ち出し品の例

リュックサック等にまとめて、すぐに持ち出せるようにしておきましょう。

rヽ

諄

V

転倒 強風によリフアン・モーターが破損

※ エアコンの室外機は、屋根・壁の上部などに設目されることも多く、台風の強風をまともに受
けることから上記のような被害が発生してしヽます。サビによる取付部材の劣化も転倒校害の要因

になります。

さびにくい金具やワイヤーによる固定 強風が直接吹き付けない場所への設置

(注)」 RA耐重塩害・JRA耐塩害
仕様とは、一般社団法人日本

冷凍空詞工業会が定めた規格

です。

耐塩害仕様の室外機

共同住宅建物の角の上部に設置さ

れたエアコンの室外機が強風のダ

メージを受け、塩害の腐食も加わり、

落下するおそれがある。

マンションや共同住宅では、ほとんどの室外機がベラングに設置されてしヽます。建物に吹き付ける風は、

建物に遮られ上下左右に流れるため、建物の角部分は中央部分に比べて風速が大きくなり、それだけ風

の勢いが強まります。室外機はできるだけ角の部分を避けて設置しましょう。

口 台風通過後の手入れ

台風通過後、被害が発生していないか ? 建物や設備についてチェツクしましよう。
強風により海水が飛散して建物や設備・装置に付着しています。外壁や窓ガラス、設備 。装置などを

水洗しlし、塩分を取り除きましょう。普段から雨にぬれる部分は、雨が塩分を洗tl流 してくれますが、

軒下などの雨にぬれなしヽ部分は、塩分が残りやすい状態になります。軒下にあるエアコンの室外機も電

気部品に水がかからないように注意して洗い流し、塩分を取り除きましょう。

□飲料水 (ペ ットボトル)

□乾パンやビスケツトなど

ロ レトルト食品、缶詰など

□粉ミルク、ほ乳びん

ロナイフ、缶切り

□救急用品

(ばんそうこう、包帯、消毒液など)

□常備薬

ロマスク

□鍋や水筒

□現金、預金通帳、印鑑

□健康保険証

□懐中電灯、マッチやライター

ロティッシュ、ごみ袋、ラップなど

□衣類、下着

□その他必要なもの
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建物・設備の経年劣化

住宅などの建築物は長期にわたり使用されることになります。安全で安心に暮らしていくためには、

建築物の状況に応じたヌンテナンスが必要になります。沖縄県は周囲が海に囲まれており、台風で大量

の海水が飛散するため、塩害への対策が必要です。また、紫外線が強く、塗装や防水材などの劣化が早

いため、十分な効果がなくなりやすく、そのため、建築物・装置の機能が低下します。

建物や設備の劣化の進行を遅くするには、常日頃のヌンテナンスがとても重要になります。

●建物や設備などの劣化を示す症状

ヒビ署ilれ 剥落 (軒 ) サ ビ

漆喰の劣化

ひび割れ

票lJ離・即J落

建具・設備の
サビ・腐食

コンクリート部分に発生します。ひび割れは、コンクリート内の鉄筋にサビが発生する要因に
なります。

鉄筋がさびて膨張し、周囲のコンクリートに圧力をかけることにより、コンクリートが剥がれ
たり、剥がれ落ちたりします。

ドア・サッシなどの建具や照明器具、問扉、エアコンの室外機などの金属製のものには、サビ
が発生することがあります。雨にぬれない部分ほど、塩分が蓄積しサビの進行が早まります。

塗装の膨れ・はがれ

サビ汁

屋根瓦

外壁のコンクリートと塗装面の間に、水が漫入することや塗装が熱で軟らかくなることで、コンク

リートと塗装が密着しなくなり、膨れたように見えます。ひどくなると塗装がはがれてしまいます。

外壁などのひび害」れた部分から赤茶色の水の流れた跡ができます。コンクリート内のさびた鉄
筋に融れ、赤茶色に変色した雨水が流れ出しているのです。

漆喰の劣化により屋根瓦がはがれ落ちやすくなります。瓦の欠けやガタつきがあります。

コーキング材の
ひび割れ

ドアなどの建具とコンクリートの隙間をコーキングで埋めることで防水の役害」を果たしていま
すが、時間が経つと紫外線などの影響で硬化し、ひび割れ等が生じ防水の機能を失います。

塗装の膨れ・はがれ サビ汁
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